
男 	25,229 人 

女 	26,951 人 

市 の 人 口 

52 , 1 80 人 

まかわら (
 

、 
広屍’、

．‘ 

③ 

市消防団の出初め式は、1月5 日、10分団、約750人の団員

が参加して行なわれました。 （写真は市庁舎前でのマトイ撮り） 
寒空に勇み膚 
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一
月
六
日
 

ー
 木
）
猛
吹
雪
 

ー

t
 

元
旦
以
来
の
 

γ表
し
 
降

雪
が
続
き
、
 

ら
 
特
に

昨
夜
来
の
 

「
一
 

猛
吹
雪
で
、
五

一
 

日
ま
で
の
積
雪
 

量
六
十
六

m
．
五
日
の
降
雪
量
 

二
十
八

m
で
、
な
お
強
い
季
節
 

風
を
伴
っ
て
衰
え
る
気
配
が
な
 
 

く
、
長
期
予
報
で
は
本
格
的
な

天
候
の
回
復
は

一
月
下
旬
と
の

こ
と
な
の
で
、
飯
塚
助
役
等
と

協
議
急
き
ょ
本
日
十
時
を
も
っ

て
市
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
、
 

生
活
路
線
と
歩
道
の
確
保
に

つ

い
て
万
全
を
期
す
る
よ
う
指
示
。
 

猛
吹
雪
を

つ
い
て
「
地
域
市

民
集
会
」
三
好
会
場
に
到
着
。
 

要
望
事
項
は
、
語
ら
い
の
家
、
 

防
虫
駆
除
剤
の
支
給
、
処
理
場

の
騒
音
、
軍
人
恩
給
、
納
貯
補

助
金
、
野
犬
対
策
、
ト
レ
ン
チ

ャ
ー
の
貸
付
、
農
業
者
年
金
、
 

家
庭
学
級
、
市
道
編
入
、
農
道
、
 

市
道
の
整
備
、
舗
装
、
小
路
の

除
排
雪
等
吹
雪
の
中
で
は
あ
っ

た
が
熱
気
の
あ
る
意
見
の
交
換

が
あ
っ
た
。
 

私
か
ら
は
、
小
職
就
任
以
来

の
長
い
間
の
市
政
へ
の
ご
協
力

に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
沼
和
四
十
年
か
ら
十
 

二
年
間
に
わ
た
る
道
路
愛
護
運

動
と
環
境
整
備
運
動
に
対
し
て
、
 

市
民
奉
仕
参
加
者
五
二
、
〇
〇

〇
人
、
協
力
車
柄
一
二
、
〇
〇

〇
台
で
、
四
二
、
〇
〇
〇
子

（
 

約

一
億
円
）
の
砕
石
を
敷
き
路

盤
を
造
っ
た
の
で
今
後
の
舗
装

事
業
が
相
当
促
進
さ
れ
る
こ
と

を
説
明
す
る
と
同
時
に
、
県
所

管
の
道
路
関
係
費
は
こ
の
十
年

間
に
二
二
億
二
千
四
百
万
円
で

あ
っ
て
、
単
位
面
積
当
り
（

一

扇

）
約

一
千
一1
1
百
一
ニ
十万
円
、
 
 

市
民
一
人
当
り
四
万
七
千
円
が

投
入
さ
れ
、
い
ず
れ
も
県
内
八

市
で
は
最
高
の
実
績
で
あ
り
、
 

最
低
の
市
と
比
較
で
は
い
ず
れ

も
四
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
 

ま
た
都
市
計
画
事
業
に
お
い
て

も
五
十
年
度
決
算
で
は
三
億
一
一

千
万
余
円
で
新
市
を
比
較
す
る

と
最
高
で
あ
り
、
最
低
市
の
な

ん
と
五
十
倍
の
実
績
を
示
し
て

お
り
、
街
づ
く
り
の
進
ん
で
い

る
市
の
実
態
を
申
し
上
げ
た
。
 

最
後
に
五
十
二
年
度
の
重
点
 

事
業
は
、
福
祉
、
教

育
、
産
業
、
都
市
環

境
づ
く
り
の
基
本
的

柱
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
 

特
に
農
業
関
係
予
算

は
約
八
億
四
千
万
円

と
前
年
度
の
倍
以
上

が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
 

教
育
文
化
関
係
予
算

も
体
育
館
、
図
書
館

の
完
成
、
重
要
文
化

財
の
確
保
と
こ
れ
ま

た
相
当
伸
び
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と

と
、
今
秋
の
 
「あ
す

な
ろ
国
体
」
を
全
市

的
な
市
民
運
動
に
よ

っ
て
成
功
さ
せ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ

会
場
を
辞
す
。
 

直
ち
に
ア
ラ
ス
カ

の
大
工
組
合
総
会
へ

出
席
、
終
っ
て
午
後

の
中
川
会
場
へ
と
急

ぐ
。
 

記
 

一
 

、
 



五
所
識

堰

瑠

一の
剖
シ
 

五
十

一
年
度
の
「
五
所
川
原

雪
ま
つ
り
」
 
は
、二
月
十

一
日
 

（
金）
十
二
日

（土
）
の
両
日

市
庁
舎
前
「
お
祭
り
広
場
」
を

主
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。
 

雪
ま
つ
り
は
、
 「
雪
上
大
カ

ル
タ
大
会
「
、
 「
ず
ぐ
り
ま
わ

し
大
会
」
 
（以
上
二
月
十

一
日

午
後
一
時
か
ら
お
祭
り
広
場
）
 

「
た
こ
あ
げ
大
会
」
 
（一
一月
十

一
日
午
後

一
時
か
ら
北
斗
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
、
 「
歌
謡
、
民
謡
、
 

手
踊
大
会
」
 
（一
一月
十
一
一
日午

前
十
時
か
ら
市
民
文
侮
会
館
）
 

が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
個
人
、
 

団
体
は
、
 一
月
三
十
一
日
ま
で

市
商
工
観
光
課
内
「
市
観
光
協

会
事
務
局
」
へ
お
申
し
込
み
可

さ
い
。
 

な
お
、
各
種
目
（
峯
加
資
格

チ
ー
ム
構
成
、
競
技
方
法
な
ど

詳
し
く
は
当
課
に
お
問
い
あ
わ

せ
下
さ
い
。
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村長 （右端） と 4 人の総代 

v村長に笠井富雄さんー八 
、―ー―野鳥の村」4人の総代も一ー」 

市
が
、
今
春
飯
詰
味
喰
ケ
沢
 
お

う
と
開
村
す
る
も
の
で
す
。
 

に
開
村
す
る
「
野
鳥
の
村
」
の
 
市

で
は
、
味
噌
ケ
沢
一
帯
約

村
長
に
下
岩
崎
の
笠
井
富
雄
さ
 

一
一
十ヘ
ク
タ
ー
ル
を
村
に
指
定

ん
（
五
〇
）
が
決
ま
り
、
こ
の
 

す
で
に
廃
屋
と
な
っ
て
い
る
民

ほ
ど
四
人
の
総
代
と
と
も
に
佐
 

家

一
棟
を
取
得
し
、
子
供
た
ち

々
木
市
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
 
が

宿
泊
し
な
が
ら
観
察
で
き
る

れ
ま
し
た
き
 

双
眼
鏡
や
動
植
物
図
鑑
を
備
え

集
団
移
転
の
あ
と
廃
村
に
な
 

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
村
長
が

っ
て
い
る
味
噛
ケ
沢
は
、
発
珠
 

先
頭
に
な
っ
て
村
の
管
理
や
村

山
系
の
裾
野
に
囲
ま
れ
た
沼
池
 
内

の
案
内
に
あ
た
り
ま
す
。
 

や
小
川
、
雑
木
林
の
自
然
環
境
 

総
代
は
、
下
岩
崎
の
山
口
十

に
恵
ま
れ
た
野
鳥
や
野
草
の
宝
 

四
夫
さ
ん

（四
六
）
、
山
口
昭
 

庫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

悦
さ
ん
（
四
四
）
、
山
口
正
尚
 

「
野
鳥
の
村
」
は
、
こ
う
し
 

さ
ん
（
四
〇
）
、
山
口
セ
子
さ

た
自
然
の
環
境
を
保
護
し
、
野
 

ん

（四
六
）
の
み
な
さ
ん
で
す

鳥
や
野
草
の
生
き
た
観
察
を
と
 
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
克

お
し
て
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
 

「
雪
像

コ
ン
ク
ー
ル
 
も
 
ー
 

齢
慧
題
材
大

き
さ
は
 
ー

み
ん
“
響
 
］
 

▽
製
作
場
所
 
多
く
の
市
民
 

「
子
宮
筋
腫
と
子
宮
ガ
ン
」
 

が
見
や
す
い
場
所
に
 
に

つ
い
て
 

▽
お
申
込
み
 
一
月
二
十
五
 

▽
と
き
 
一
月
二
十
七
日
（
 

日
正
午
ま
で
、
市
教
委
「
太
陽
 

木
）
午
後
一
時
か
ら
 

と
雪
の
課
」
へ
。
審
査
は
、
二
 

▽
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階

月
八
日
に
行
な
い
ま
す
。
 

▽
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

優
秀
作
品
に
は
、
各
賞
を
贈
 
所

川
原
市
民
保
健
協
議
会
、
西

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
課
に
 

北
五
R
H
一
友
の
会
 

n
市
民
の
皆
さん
か
ら
建
設
の
 
に
つ
い
て
次
回
の
市
広
報
。
「
 

一要
望
が
強
か
っ
た
墓
園
に
つ
い
 

月
一
日
号
）
に
掲
載
し
、
市
民

一
て
、
 一
次
分
と
し
て
今
春
供
用
 
の
皆

さ
ん
か
ら
公
募
す
る
予
定
 

一
騒
」
「
」
長
？
競騒
）聾
靖
で
「
「
審
 

）
ま
し
た
。
 

j
~
j
 I
'
f
J
ー

一
‘
一
 
の
広
報
を
ご
 

つ
い
て
は
申
込
み
資
格
、
方
 
覧

の
う
え
、
お
申
し
込
み
下
さ
 

雁
規

則
、
受
付
窓
口
等
詳
細
 
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
っ」

 
 、

米
米
＊
米
米米
＊
米
＊
米
米
米
米
米米
米
米
米
米米
米
米
＊
米
米
宙
木
＊
ま
不
山

J
 

（
 
さ
ら
に

塩
素
と
い
う
薬
品
を
 
一
 

米
 

●

‘
【
 
入
れ

て
、
完
全
に
消
毒
し
た
 
叫
 

米
 
曹
！
 

9
 

'；
・
 
“
 
i【
 

，
 

米
 
‘
，

，
 

後
、
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
 
，
 

米
 

？
鼓
，
 

 

D
 
 

…
‘
フ
 二
く
土
、
K
ま
つ
k
 
米

一
 
簿

，
，

ー
 
ノ
 
 
α
  

に
な
っ
た
水
は
、
水
道
の
水
 
《
 

？
 

繊
‘

馴
い
 

そ
 

と
し
て
配
水
池
か
ら
み
な
さ
《
 

半
 

》
 

碍
 
焦
 
・

一
ー

t
l
西

z
割
ブ
‘
j
7
1】
く
 米
 

（
 
『
‘
 

ん
の
家
庭
や
、
学
校
、
病
院
 
＼

釆
 

‘
ロ
・
』ー
 
ー
】
 

‘
 
舞

糾
 

な
ど
、
市
内
に
配
水
さ
れ
て
 
米
 

米
 

‘
、
ー
 
：
、
 

i
i

《
、
」l

？
 
、
 
二
 

o
 

叫
 

相
 
こ

の
回
は
、
当
市
水
道
の
 
い

ま
す
c
 

米
 

《
 原
水
が
清
浄
水
に
つ
く
り
か
 

こ
の
よ
う
に
、
原
水
と
し
 
《
 

米
 
嶋
オ

Z

拝
ン
h
ガ

ー
ー
く

r

ノ
 
こ

0
 
こ
「一
 ー
 

E
7

「2
1
 

米
 

一
 
え
ら
れ
る
過
程
に
つ
い
て
述
 

て
浄
水
場
に
取
り
沃
m
た
水
 
一
 

糾
 
べ
ま
す
。
 

は
、
年
中
無
休
の
施
設
の
稼
 
（
 

《
 

市
の
水
道
水
源
は
、
飯
詰
 
働
と
、

浄
水
場
に
働
く
人
達
 
ー
 

ー
 
ダ
ム
と
岩
木
川
の
ニ
カ
所
 
の
昼

夜
に
わ
た
る
監
視
を
 
一
 

米
 
で
す
。
飯
詰
ダ
ム
か
ら
取
 

う
け
て
清
浄
な
水
に
（
メ、
 
，
 

米
 

ー
 
、
 

l
 

、
 
l
 

二
 
く

上
一
又
士

コ
 

ー
 

p
 
【
」
・
？

1
 
一

」
、
 

」
こ
ト

o
 

×
 

粉
 
り
入
れ
ら
れた
水
は
飯
詰
 

『
・
 
り
か
え
ら
れ
て
い
ま
す
亡
 
米

一
 
浄水
場
に
、
岩
木
川
の
水
 
二
 

ま
た
、
原
水
が
清
浄
水
 
一
 

米
 
は
元
町
浄
水
場
に
そ
れ
ぞ
 
、
本
中
 
と
な
っ
て
配
水
池
か
ら
送
 
米

米
 
H

o;
4与
王
に
》i

ー
・
【i
 
、
‘

J
J《
、l
『
い；
な
、
t
ユ
 
米
 

《
 
れ
ポ
ン
プ場
を
通
じ
て
送
 

k
 

り
出
さ
れ
る
ま
で
、
概
ね
 
（
 

一

ら
れ
て
き
ま
す
o
 

明
 
九

時
間
の
順
送
り
と
な
っ

一
 

米
 

浄
水
場
は
、
原
水
を
飲
 
浮
 

て
い
ま
す
が
、
じ
ゃ
口
か
 
＼

米
 
、

ー
ラ
弓
ー
 
弓
ノ
 
H
 

，ー
 

1
1
 ；

・
、t
二
、
『
ン
 
米

＼
 
み水
に
つ
く
り
か
え
る
工
 

一
つ
 
ら
出
る
水
は
以
上
の
よ
う
 
（
 

一
 
場
で
あ
り
浄
水
場
に
送
ら
 
」
 

に
段
々
の
過
程
で
つ
く
ら
 
一
 

《
れ
た
水
は
、ま
ず
沈
で
ん
 
カ
 
れ
た
も
の
で
、い
わ
ば高

一
 

米
 
池
に
入
り
、
汚
れ
て
い
た
 

k
 

価
な
加
工
品
と
い
う
こ
と
 
叫
 

一

水
に
薬
品
を
加
え
て
機
械
 
剛
 
が
で
き
、み
な
さ
ん
で
大
一

一

で
か
き
ま
ぜ
大
きな
h
I、
、
 
原
 切
に
使
用
す
る
こと
を
心

一
 

米
 
等
を
沈
め
、
上
部
の
す
ん
 
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
も
 
舞
 

米
 
『・
 
『
「
』
 
一
、
「
い
 r

・
 

ー
・
ソ
ー
・
・
、
一
o
 

米
 

《
 
だ
き
れ
い
な
水
を
つ
ぎ
の
 

の
で
あ
り
ま
す
c
 

(
 

米
 

ら
局
一
也

こ
着

フ

E

十

o
 

米
 

米
 
7
足
社
r
迫
r
J言
＼
 

叫

一
 
ろ

過
池
で
は
、
沈
で
ん
池
 
（

水
 
道
 
課
）
 

一

米
 
で
と
れ
な
か
っ
た
小
さ
な
ゴ
 

米
 

米
 
ミ
よ
、
5
局
一
少
、少
可
、
E
 

米
 

”
 
ミ
は
、ろ
過
砂
、
砂
利
、
玉
 

船
 

）
 

 
石
を
通
り
ぬ
ける

と
、
  
ほ
と
 

一
 
 

‘
ー

I
ー
  一

米
 
ん
ど
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま
 

．
■
．
 

ニ
 
米
 

米
 

一
 0
 

■
．
 
一
 
＼
 

糾
 
す

c
 

.

．
 

・
」
 

米
 

（
 
こ
の
ま
ま
で
も飲
め
る
く
 
．

ー
 
ヒ
 

？
 

米
 

‘
 

く
、
 
．
 

.
 

f
 

‘
 

、

ー
 

，
 

》
 
ら

し

き
れ
し

に
な
ー
  
た
オ
に
 
 

一
 

ざ
＊
＊
米
米
＊
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
＊
米
米
＊
＊
米
＊
柱
 

お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。
 

翁 
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「
 

川
原

雪
ま
つ
り

）
ー
 

一
 

ニ
月
十
一
、
十
ニ
の
両
日

L
 

米 っ飲 に と 砂小沈す つ の な て て 沈 に え 水 じ そ 川 墜 か一 睦 つ ？ 中 	電 V 	I 

手 に く 	主 , 王 ゴ湘！ 	・ 	 詰 	J匝 刀’の 	t の 9 	ま 

き 

五
十

一
年
度
の
「
五
所
川
原

雪
ま
つ
り
」
は
、

二
月
十

一
日
 

（金
）
十
二
日

（土
）
の
両
日

市
庁
舎
前
「
お
祭
り
広
場
」
を

主
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。
 

雪
ま
つ
り
は
、
 
「
雪
上
大
カ

ル
タ
大
会
「
、
 「
ず
ぐ
り
ま
わ

し
大
会
」
 
（以
上
二
月
十

一
日

午
後

一
時
か
ら
お
祭
り
広
場
）
 

「
た
こ
あ
げ
大
会
」
 
（二
月
十

一
日
午
後
一
時
か
ら
北
斗
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
、
 「
歌
謡
、
民
謡
、
 
 

手
踊
大
会
」
 
（二
月
十
二
日
午

前
十
時
か
ら
市
民
文
侮
会
館
）
 

が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
個
人
、
 

団
体
は
、
 一
月
三
十
一
日
ま
で

市
商
工
観
光
課
内
「
市
観
光
協

会
事
務
局
」
へ
お
申
し
込
み
可

さ
い
。
 

な
お
、
各
種
目
（
峯
加
資
格

チ
ー
ム
構
成
、
競
技
方
法
な
ど

詳
し
く
は
当
課
に
お
問
い
あ
わ

せ
下
さ
い
。
 

市
が
、
今
春
飯
詰
味
喰
ケ
沢

に
開
村
す
る
「
野
鳥
の
村
」
の

村
長
に
下
岩
崎
の
笠
井
富
雄
さ

ん
（
五
〇
）
が
決
ま
り
、
こ
の

ほ
ど
四
人
の
総
代
と
と
も
に
佐

々
木
市
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
き
 

集
団
移
転
の
あ
と
廃
村
に
な

っ
て
い
る
味
噌
ケ
沢
は
、
賛
珠

山
系
の
裾
野
に
囲
ま
れ
た
沼
池

や
小
川
、
雑
木
林
の
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
野
鳥
や
野
草
の
宝

庫
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

「
野
鳥
の
村
」
は
、

こ
う
し

た
自
然
の
環
境
を
保
護
し
、
野

鳥
や
野
草
の
生
き
た
観
察
を
と

お
し
て
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
 

「
雪
像

コ
ン
ク
ー
ル
」
も
 

▽
作
品
 
題
材
、
大
き
さ
は

自
由
で
す
。
 

▽
製
作
場
所
 
多
く
の
市
民

が
見
や
す
い
場
所
に
 

▽
お
申
込
み
 
一
月
二
十
五

日
正
午
ま
で
、
市
教
委
「
太
陽

と
雪
の
課
」
 
へ
。審
査
は
、
一
一

月
八
日
に
行
な
い
ま
す
。
 

優
秀
作
品
に
は
、
各
賞
を
贈

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
課
に
 

‘
・
市民
の
皆
さ
ん
か
ら
建
設
の
 

要
望
が
強
か
っ
た
墓
園
に

つ
い
 

て
、
 一
次
分
と
し
て
今
春
供
用
 

を
開
始
す
る
 

運
び
と
な
り
 

長
者
森
平
和
公
 

ま
し
た
。
 

つ
い
て
は
申
込
み
資
格
、
方

法
、
規
則
、
受
付
窓
口
等
詳
細
 
 

お
う
と
開
村
す
る
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
味
喰
ケ
沢

一
帯
約

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
村
に
指
定

す
で
に
廃
屋
と
な
っ

て
い
る
民

家

一
棟
を
取
得
し
、
子
供
た
ち

が
宿
泊
し
な
が
ら
観
察
で
き
る

双
眼
鏡
や
動
植
物
図
鑑
を
備
え

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
村
長
が

先
頭
に
な
っ
て
村
の
管
理
や
村

内
の
案
内
に
あ
た
り
ま
す
。
 

総
代
は
、
下
岩
崎
の
山
口
十

四
夫
さ
ん
（
四
六
）
、
山
口
昭

悦
さ
ん
（
四
四
）
、
山
口
正
尚

さ
ん
（
四
〇
）
、
山
口
セ
子
さ

ん

（四
六
）
の
み
な
さ
ん
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。
 

ー

み
ん
な

の
「
 

J
 

康
教
室
 
一
 

「
子
宮
筋
腫
と
子
宮
ガ

ン
」
 

に
つ
い
て
 

▽
と
き
 
一
月
二
十
七
日
（
 

木
）
午
後
一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階

▽
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
、
西

北
五
R
H
一
友
の
会
 

に
つ
い
て
次
回
の
市
広
報

（
二
 
一

月
一
日
号
）
に
掲
載
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
す
る
予
定
 

園

（
墓園
）
 
け漕
淳
 

用
に

つ
い
て
 

覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み
下
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
っ
 

  

村長 （右端） と 4 人の総代 

     

           

 

\-t__ 讐隷i八 
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埋
葬

場
所

の
使
 

の
で
、
次
回

の
広
報
を
ご
 

原
水
が
清
浄
水
に

つ
く
り
か
 

え
ら
れ
る
過
程
に
つ
い
て
述
 

浄
水
場
に
、
岩
木
川
の
水
 
一
 

ダ
ム
と
岩
木
川
の
ニ
カ
所
 

り
入
れ
ら
れ
た
水
は
飯
詰
 

で
 

は
元
町
浄
水
場
に
そ
れ
ぞ
 
ま
 

I
 
ー
 
原
水
か
ら
浄
水
ま
で
 

I
 

際
ラ
場
を

電
じ
て
送
 
水
 

き
 
ら
 
す
ん
石
 
ミ
 
で
 
ろ
 
だ
等
で
水
池
れ
場
み
ー
ら
 
れ
 
些
浄
 
り
 
で
 
ダ
 
ー
づ
 
え
厚
 

I
 

難
灘
護
難
鷺
議
議
襲
譜
議

窮I
 

ら
れ
て
き
ま
す
。
 

場
で
あ
り
浄
水
場
に
送
ら
 

池
に
沿
、

晒
れ
て
窪
 
水
 

等
を
沈
め
、
上
部
の
す
ん
 

べ
ま
す
。
 

で
す
。
飯
詰
ダ
ム
か
ら
取
 

み
水
に
つ
く
り
か
え
る
工
 

ら
 

I余曽
 
育

I
i

利
言1。0
)
1

ず
犠
是

1誉至
姦
 
長
讐
果
器
最
番
飯
 
ミ
り
誓
 

、
 

れ
た
水
は
、
ま
ず
沈
で
ん
 
，
力
 

水
に
薬
品
を
加
え
て
機
械
 

i
」
 

だ
き
れ
い
な
水
を
つ
ぎ
の
 

ろ
過
池
に
送
り
ま
す
。
 

石
を
通
り
ぬ
け
る
と
、
ほ
と
 

で
か
き
ま
ぜ
大
き
な
ゴ
ミ
 
房
 

す
。
 

で
と
れ
な
か
っ
た
小
さ
な
ゴ
 

ん
ど
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま
 

ら
い
き
れ
い
に
な
っ
た
水
に
 

ミ
は
、
ろ
過
砂
、
砂
利
、
玉
 

市
の
水
道
水
源
は
、
飯
詰
 

浄
水
場
は
、
原
水
を
飲
 
浄
 

こ
の
回
は
、
当
市
水
道
の
 

ろ
過
池
で
は
、
沈
で
ん
池
 

こ
の
ま
ま
で
も
飲
め
る
く
 

そ
 

の
 

。
）
 

さ
ら
に
塩
素
と
い
う
薬
品
を

入
れ
て
、
完
全
に
消
毒
し
た

後
、
安
心
し
て
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
水
は
、
水
道
の
水

と
し
て
配
水
池
か
ら
み
な
さ

ん
の
家
庭
や
、
学
校
、
病
院

な
ど
、
市
内
に
配
水
さ
れ

て

い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
原
水
と
し

て
浄
水
場
に
取
り
入
れ
た
水

は
、
年
中
無
休
の
施
設
の
稼

働
と
、
浄
水
場
に
働
く
人
達

の
昼
夜
に
わ
た
る
監
視
を

う
け
て
清
浄
な
水
に

〈
メ、
 

り
か
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

と
な
っ
て
配
水
池
か
ら
送
 

に
段
々
の
過
程
で

つ
く
ら

れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
高

価
な
加
工
品
と
い
う
こ
と

が
で
き
、
み
な
さ
ん
で
大

切
に
使
用
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。
 

り
出
さ
れ
る
ま
で
、
概
ね
 

歪
 
の
 
が
切
 
が
価
 
れ
 
に
 
ら
 
て
 
九
 
り
 
と
 
り
 
つ
 
り
 
と
 
．
 

1争
 
こ
 
ま
 
ぐ
 
望
 
し
 
“
 
一
 
升
 
り
 
米
 

I

曹
霧
難
蕪
舞
誉
舞
議
 

九
時
間
の
順
送
り
と
な
っ
 

ら
出
る
水
は
以
上
の
よ
う
 

て
い
ま
す
が
、
じ
ゃ
口
か
 

ま
た
、
原
水
が
清
浄
水
 

（水
 
道
 
課
）
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乞
《
ム、●
寸‘
I
I
bー
 
ム
，
《
ん》‘
g
ぐ
寸I
ん《I
 

コ
「
金
正
堂
」
で
掛
ー
 

F

時
計
を
寄
贈
 

有
限
会

社
「
金
正
堂
」
本
店
 

生
活
環
境
 

バ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

でんわ 
(5)1414 

歳
末
た
す
け

あ

ご
協
力
あ
 

「
皆
ん
な
で
明
る

い
お
正
月

を
」
昨
年
十
二
月
に

行
な
わ
れ

た
市

の
「
歳
末
た
す
け

あ
い
」
 

に
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に

よ
り
六

十
四
件
、
百
八
十
三
万
九

千
百

五
十
五
円
の

義
援
金

と
八
件
、
 

九
百
三
十

六
点
の

義
援
品
が

寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
と
物
品
は
、

生
活

に
困
っ

て
い
る
家

庭
や
恵
ま
れ

な
い
方
、
施
設
に

入
っ

て
い
る

子
供
た
ち
に

そ
れ
ぞ

れ
配
分
さ

れ
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。
暖

か
い
ご
協
力
に
お

礼
を
申
し

上

げ
ま
か
。
 

▽
義
援
金
預
託
者
 

下
平
井
町
町
内
会
、

寺
町
岩

木
町
わ
か

さ
会
、

大
町
町

内
会
、
 

鎌
谷
町
町

内
会
、

五
所
川
原
青

年
ク
ラ
ブ
、

相
互

タ
ク
シ
ー
、
 

上
平
井
町

町
内
会
、

外
崎
清
七
、
 

五
所
川
原
幼

稚
園
、

第

一
千
鳥
 

り
が
と

”つ
 

町
内
会
、

弥
生
町
町

内
会
、

沖

平
井
町

町
内
会
、

五
所
川
原
朝

市
の
会
、
本
町
町
内
会
、

市
教

育
委
員
会
、

島
田
、
丸
友
デ

パ
 

ー
ト
、
桜
庭
英

三
、
未
広
新
宮

町
町
内
会
、

新
宮
第
一
町

内
会

西
北

五
遊
技
業
協
同
組
合
、

幾

島
町
町

内
会
、

ち
ど
り
舞
踊
会
、
 

大
和
山
五
所

川
原
地
区

青
年
会
、
 

柏
原
町
町
内
会
、

川
端
町
町

内

会
、
平
和
町
町

内
会
 

葛
西
造
花
店
、
新
町
町

内
会
、
 

敷
島
町
町

内
会
、

小
曲
町

内

会
、
東
雲
町
町
内
会
、

布
屋
町

町
内
会
、

五
所
川
原

ロ
ー
タ
リ
 

ー
ク
ラ
ブ
、

大
町
ひ

ま
わ

り
会
、
 

新
宮
県

営
住
宅
、

工
藤
泰
弘
、
 

フ
ア
イ
ブ

A
平
山
英

子
、
泰
子
、
 

鶴
谷
ャ
ナ
、
栄
町
町
内
会
、

田

町
町
内
会
、

善
意
銀
行
、

N
H
 

K
、
松
島
町
四
丁
目
町
内
会
、
 

対
馬
正
行
、
白
生
会
胃
腸
病
院
、
 

》I
《●
》
寸I
ム》I
ぐ
I
ぐ
ぐ
ぐI
ぐ
寸
ざぐ
‘ぐ
寸
ル《
ム●《
ぐ
 

（三
上
行
夫
代
表
取
締
役
）
は

こ

e
ほ
ど
店
舗
新
築
瓢

成
を
記

念
し
、

市
の
教
育
文
化
等

の
施

設
に
役
立
て
下
さ
い

と
、
掛
時

計
五
十
個
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
 

コ
「
く
る
み
園
」
 
コ
《
 

F
慰
間
団
続
々
 
一
 

市
立
養
護
老
人
ホ
，

ム
 
「く

る
み
園
」
に
、

昨
年
末
次

の
団

体
、
施
設
が
お
と
し
よ
り
を
慰

問
し
、
励
ま
し
ま
し
た
。
 

▽
日
本
青

年
会
議
所
（

佐

々
 
 

藤
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
七
ッ
館
小
学
校
 

J
R
c
、
五
所
川
原

小
学
校
児
童
会
、

毘

沙
門
小
学
校
児
童
会
、
 

栄
小
学
校
、
稲
垣
中

学
校
、
沖
飯
詰

小
学

校
、
平
和
町

子
供
会
、
 

三
浦
玉
喜
、
旭
町
町

内
会
、

め
ご
子
の
会
、
 

平
井
町
町

内
会
、

平

川
真
吾
、

脇
元
小
学

校
児
童
会
、

中
里
中

学
校
生
徒
会
、

元
町
町
内
会
、
 

五
所
川
原
第
一
中
学

校
、
五
所

川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

（
敬
称
略

）
 

▽
義
援

品
預
託
者
 

白
取
栄
二
、
福
間
博
志
、

中

三
デ
パ
ー
ト
、

み
ち
の
く
銀
行

五
所
川
原
本
町

支
店
、

五
所
川

原
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

五
所

川
原
商
工
会
議
所
、

五
所
川
原

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

松
島
町

六
丁
目
婦
人
部
（
敬

称
略
）
 

を
し
慰
問
マ
昭

和
パ

ー
ル
会

（
 

藤
田
久
さ
ん
ほ
か
七
人
）

日
用

品
を
持
参
し

慰
問
▽
ガ
ー
ル
ス
 

‘カ
ウ
ト

（
毛
内
金
子
さ
ん
ほ
か

十
五
人
）
演

芸
会
を
開
き
慰

間

▽
ひ
ま
わ
り
児
童
館
も
ち

つ
き

を
し
慰
問
▽
さ
く
ら
保
育
園

（
 

六
十
人
）
演
芸
会
を
開
き
慰
問

▽
津
軽

り
ん
ご
育
成
振
興
会
り

ん
ご
を
持
参
し

慰
問
 

預託する平和町子供会のみなさん 

市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
 

は
、
も
よ
り
の
児
童
館

（用
紙

五
十
二
年
度
か
ら
児
童
館
に
入
 
は
当
協
議
会

ま
た
は

児
童
館
に

所
す
る
児
童

の
申
請
を
受
付
け
 

あ
り
ま
す
）
 

し
ま
す
。
 

児
童

館

の
 

▽
対
象
児
童

▽
受
付
期
間
 
入

所

児
童

を

受
付
 

満
三
歳
以
上
、
 

一
月
十
五
日
ー

二
月
ま
で
 

就
学
前
の
児
童

で
す

o
 

▽
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務
 

児
童
館
名
と
募

集
定
員
は
次

所
内
社
会

福
祉
協
議
会
、

ま
た
 

の
と
お
り
で
す

o
 

寸
‘ぐ
ぐI
ん、
●
《I
ぐ
I
h、
》
ぐ‘
ぐI
ん」
ぐ
 

木
さ
ん
ほ

か
八
人
）
も
ち

つ
き
 

『農業短期大学講座』 

トとき 1月31日～2月 4日（ 5日間） 

トところ 市内毘沙門、広域新農業センター（電話⑦2104番） 

トテキスト 無料です（昼食代は 1食分につき 100円） 

ト交通 （津鉄）五所川原発 8時53分・毘沙門発 3時53分ほか。 

《車》飯詰・毘沙門経由可能。 《マイクロバス》市庁舎前 9時30分 

発・センター発 3時。講座内容は次のとおりです。 

日 	時 10 : 00-- 12 】 00 12: 30- 14: 30 

1
 
3
1
 

 
月
く
 
日

、
ノ
 

上手な空地利用の野菜作り 
と特産野菜を育てよう．ノ 
県主任専門技術員 

佐藤忠弘 

私のぶどう作り 
K 15年の体験を語る〉 

篤農家 	工藤義雄 
助言者 主任普及員 

楠美拓治 

2
 
1

火
 

月
く
 
日

j
  

りんご品種の特長と 
選び方 

県りんご試験場 
品種改良科長 山田三智穂 

りんごの防除暦は 
大きく変わった 

県りんご試験場 
病理部長 	工藤祐基 

っ
】
 
 
月
く
 

2水
 
日

？
 

稲作と効率的な 
機械利用 

県農業試験場 
機械科長 	八木橋六二郎 

寒冷地稲作との 
とりくみ方 

県農業試験場 
場長 	島田晃雄 

2月 3日 

（木） 

これだけは知って 
おきましよう 

衣、食、住の常識 
県消費生活センター 
総括主任 	山田玲子 

漬け物のいろいろ 
〈お話しと実地） 
漬け物研究家 栗林操 

助言者 主任普及員 
楠美タヒ 

2月 4日 

（金） 

稲、野菜、花の年間 
作業計画は今から 

篤農家 伊藤武雄、松川一男 
助言者 五所川原普及所 

総括主任 	佐野栄三郎 
主任普及員 	三上参次 

＊司会 五所川原普及所 
所長 	山口清智 

終 講 式 

修了証書授与 

所在地 児 童 館 名 定員 

七 ッ舘 あじさい児童館 60 

毘沙門 い く じ児童館 ク 

羽の木沢 杉の子児童館 ク 

松の木 松が丘児童館 ク 

下平井町 ひまわり児童館 ク 

金 	山 かいどう児童館 ク 

神 	山 っっじが丘児童館 ク 

梅 	田 梅
 
泉
 
児

、
 
童
 
館
 

ク 

生
活
環
境
 

パ
ト
ロ

ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

でんわ 

(5)1414 

③
 

広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）I月15日（392号） （第3種郵便物認可） 

歳
末
た
す
け

あ

い
 

ご
協
力
あ
り
が
と

う
 

「
皆
ん
な
で
明
る
い
お

正
月

を
」
昨
年
十
二

月
に
行
な
わ
れ

た
市
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
」
 

に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
六

十
四
件
、
百
八
十
三
万
九
千
百

五
十
五
円
の
義
援
金
と
八

件
、
 

九
百
三
十
六
点
の
義
援
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
と
物
品
は
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
家
庭
や
恵
ま
れ

な
い
方
、
施
設
に
入
っ
て
い
る

子
供
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ

れ
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
暖

か
い
ご
協
力
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
ず
。
 

▽
義
援
金
預
託
者
 

下
平
井
町
町
内
会
、
寺
町
岩

木
町
わ
か
さ
会
、
大
町
町
内
会
、
 

鎌
谷
町
町
内
会
、
五
所
川
原
青

年
ク
ラ
ブ
、
相
互
タ
ク
シ
ー
、
 

上
平
井
町
町
内
会
、
外
崎
清
七
、
 

五
所
川
原
幼
稚
園
、
第
一
千
鳥
 

い
雑
が
で
掛
ー
 

有
限
会
社
「
金
正
堂
」
本
店
 
 

町
内
会
、
弥
生
町
町
内
会
、
沖

平
井
町
町
内
会
、
五
所
川
原
朝

市
の
会
、
本
町
町
内
会
、
市
教

育
委
員
会
、
島
田
、
丸
友
デ
パ
 

ー
ト
、
桜
庭
英
三
、
未
広
新
宮

町
町
内
会
、
新
宮
第
一
町
内
会

西
北
五
遊
技
業
協
同
組
合
、
幾

島
町
町
内
会
、
ち
ど
り
舞
踊
会
、
 

大
和
山
五
所
川
原
地
区
青
年
会
、
 

柏
原
町
町
内
会
、
川
端
町
町
内

会
、
平
和
町
町
内
会
 

葛
西
造
花
店
、
新
町
町
内
会
、
 

敷
島
町
町
内
会
、

小
曲
町

内

会
、
東
雲
町
町
内
会
、
布
屋
町

町
内
会
、
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
 

ー
ク
ラ
ブ
、
大
町
ひ
ま
わ
り
会
、
 

新
宮
県
営
住
宅
、
工
藤
泰
弘
、
 

フ
ア
イ
ブ
A
平
山
英
子
、
泰
子
、
 

鶴
谷
ヤ
ナ
、
栄
町
町
内
会
、
田

町
町
内
会
、
善
意
銀
行
、

N
H
 

K
、
松
島
町
四
丁
目
町
内
会
、
 

対
馬
正
行
、
白
生
会
胃
腸
病
院
、
 

（三
上
行
夫
代
表
取
締
役
）
は

こ
e
ほ
ど
店
舗
新
築
瓢
成
を
記

念
し
、
市
の
教
育
文
化
等
の
施

設
に
役
立
て
下
さ
い
と
、
掛
時

計
五
十
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

コ
ー
く
る
み
園
 

J
《
 

F
慰
問
団
続

々
 

］
 

市
立
養
護
老
人
ホ
，
ム
「
く

る
み
園
」
に
、
昨
年
末
次
の
団

体
、
施
設
が
お
と
し
よ
り
を
慰

問
し
、
励
ま
し
ま
し
た
。
 

▽
日
本
青
年
会
議
所
（
佐
々
 
 

藤
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
七
ッ
館
小
学
校
 

J
R
c
、
五
所
川
原

小
学
校
児
童
会
、
毘

沙
門
小
学
校
児
童
会
、
 

栄
小
学
校
、
稲
垣
中

学
校
、
沖
飯
詰
小
学

校
、
平
和
町
子
供
会
、
 

三
浦
玉
喜
、
旭
町
町

内
会
、
め
ご
子
の
会
、
 

平
井
町
町
内
会
、
平

川
真
吾
、
脇
元
小
学

校
児
童
会
、
中
里
中
 

学
校
生
徒
会
、
元
町
町
内
会
、
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
、
五
所

川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

（
敬称
略
）
 

▽
義
援
品
預
託
者
 

白
取
栄
二
、
福
間
博
志
、
中

三
デ
パ
ー
ト
、
み
ち
の
く
銀
行

五
所
川
原
本
町
支
店
、
五
所
川

原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
五
所

川
原
商
工
会
議
所
、
五
所
川
原

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
松
島
町

六
丁
目
婦
人
部
（
敬
称
略
）
 

木
さ
ん
ほ
か
八
人
）
も
ち

つ
き

を
し
慰
問
マ
昭
和
パ
ー
ル
会

（
 

藤
田
久
さ
ん
ほ
か
七
人
）
日
用

品
を
持
参
し
慰
間
▽
ガ
ー
ル
ス
 

‘カ
ウ
ト

（
毛内
金
子
さ
ん
ほ
か

十
五
人
）
演
芸
会
を
開
き
慰
問

▽
ひ
ま
わ
り
児
童
館
も
ち

つ
き

を
し
慰
問
▽
さ
く
ら
保
育
園
（
 

六
十
人
）
演
芸
会
を
開
き
慰
問

▽
津
軽
り
ん
ご
育
成
振
興
会
り

ん
ご
を
持
参
し
慰
問
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 
は
、
も
よ
り
の
児
童
館

（用
紙

五
十
二
年
度
か
ら
児
童
館
に
入
 
は
当
協
議
会
ま
た
は
児
童
館
に

所
す
る
児
童
の
申
請
を
受
付
け
 
あ
り
ま
す
）
 

し
ま
す
。
 

児

童

館

の
 

▽
対
象
児
童

▽
受
付
期
問
 
入

所
児

童

を
受

付
 

満
三
歳
以
上
、
 

一
月
十
五
日
ー
二
月
ま
で
 

就
学
前
の
児
童
で
す
o
 

▽
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務
 

児
童
館
名
と
募
集
定
員
は
次

所
内
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
た
 
の
と
お
り
で
す
o
 

タ 

『農業短期大学講座』 

トとき 1月31日～2月 4日（ 5日間） 

トところ 市内毘沙門、広域新農業センター（電話⑦2104番） 

トテキスト 無料です（昼食代は1食分につき 100円） 

ト交通 （津鉄）五所川原発 8時53分・毘沙門発 3時53分ほか。 

《車》飯詰・毘沙門経由可能。 《マイクロバス〉市庁舎前 9時30分 

発・センター発 3時。講座内容は次のとおりです。 

日 	時 10: O0・～ 12: 00 12: lo-14: 30 

1
 
3
1
 

 
月
く
 
日

？
 

上手な空地利用の野菜作り 
と特産野菜を育てようノ 
県主任専門技術員 

佐藤忠弘 

私瞭協綴を語る） 
篤農家 	工藤義雄 
助言者 主任普及員 

楠美拓治 

2
  

月
く
 

1火
 
日

ー
  

りんご品種の特長と 
選び方 

県りんご試験場 
品種改良科長 山田三智穂 

りんごの防除暦は 
大きく変わった 

県りんご試験場 
病理部長 工藤祐基 

っ
一
 

月
く
 

2水
 
日

ー
  

稲作と効率的な 
機械利用 

県農業試験場 
機械科長 	八木橋六二郎 

寒冷地稲作との 
とりくみ方 

県農業試験場 
場長 	島田晃雄 

2 月 3日 

（木） 

知
き
の
七

っ
ま
常
ン

て
し
識
タ

こ
 
衣
県

は
お
住
活
任

だ
 
食
費
括

け
 

、
生
主

れ
 

、
消

総
 
よ
 

一

う
 
山
 
‘

玲
 

田
 
子
 

漬け物のいろいろ 
くお話しと実地） 
漬け物研究家 栗林操 

助言者 主任普及員 
楠美タヒ 

2月 4日 

（金） 

稲、野菜、花の年間 
作業計画は今から 

篤農家 伊藤武雄、松川一男 
助言者 五所川原普及所 

総括主任 	佐野栄三郎 
主任普及員 	三上参次 

＊司会 五所川原普及所 
所長 	山口清智 

終 講 式 

修了証書授与 

預託する平和町子供会のみなさん 

所在地 児 童 館 名 定員 

七 ッ舘 あじさい児童館 60 

毘沙門 い く じ児童館 ク 

羽の木沢 杉の子児童館 ク 

松の木 松が丘児童館 ク 

下平井町 ひまわり児童館 ク 

金 	山 かいどう児童館 ク 

神 	山 っっじが丘児童館 ク 

梅 	田 梅
 
泉
 
児

、
 
童
 
館
 

ク 



市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
 

雷⑤432 1 

昭
和
五
十
二
年

一
月
一
日
か

ら
年
金
額
の
引
き
上
げ
を
中
心

と
し
た
法
律
の
改
正
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
 

◇

一
般
保
険
料
の
改
定
 

年
金
額
の
引
き
上
げ
に
伴
っ

て
、
保
険
料
が
三
年
間
に
段
階

的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

月
、
千
六
百
五
十
円
の
保
険

料
が
昭
和
五
十
二
年

一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
は
、
月
二
千
四
百
 

I‘
五
十
円
に
、
昭
和
五
十
三
年
一

月
か
ら
＋
二
月
ま
で
は
、
月
一
一

千
八
百
七
十
円
に
、
昭
和
五
十

四
年
一
月
以
降
は
、
月
三
千
一
一

百
九
十
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

◇
特
定
総
者
に

対
す
る
保

険
料
の
軽
減
 

議
者
加
入
者
の
う
ち

次
の

要
件
に
該
当
し
た
と
き
保
険
料

が
安
く
な
り
ま
す
。
 

①
特
定
議
者
の
要
件
 

農
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る

三
十
五
歳
未
満
の
農
業
議
者

で
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
。
 

②
後
継
者
を
指
定
し
た
者
（
 

農
業
者
年
金
制
度
改

正
の
 

親
）
の
要
件
 

自
分
名
義
の
経
営
農
地
面
積

が
百
二
十
R
以
上
、
ま
た
は
百

二
十
R
以
下
で
、
年
間
農
業
労

働
時
間
が
千
五
百
時
間
以
上
の

農
業
経
営
主
で
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
高
齢
等
の
た
め
、
農
業
者
 

年
金
の
被
保
険
者
に
な
れ
な
か

っ
た
農
業
経
営
主
は
、
農
業
者

年
金
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も

一
定
規
模
以
上
の
耕
作
の
事
業

を
行
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
ま

た
、
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金

等
）
各
法
に
加
入
し
て
い
な
い

人
、
最
後
に
被
用
者
年
金
各
怯

の
被
保
険
者
と
な
っ

て
か
ら

一
 

お
知
ら
せ
舞

勝
熱

o
 

特
定
保
険
料
は
、
総
者
が

申
し
出
た
と
き
か
ら
三
十
五
歳

に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
適
用

さ
れ
ま
す
が
、
後
継
者
指
定
者
 

（
親
）
か
ら
経
営
移
譲
を
受
け

た
と
き
、
ま
た
、
後
継
者
を
指

定
し
た
者
（
親
）
が
第
三
者
に

対
し
て
経
営
移
譲
し
た
と
き
、
 

農
業
を
廃
止
し
た
と
き
、
死
亡

し
た
と
き
、
農
業
者
年
金
を
任

意
脱
退
し
て
被
保
険
者
の
資
格

を
喪
失
し
た
と
き
、
最
後
に
被

用
者
年
金

（厚
生
年
金
等
）
に

加
入
し
て
か
ら
一
年
を
経
過
し

た
と
き
に
、
特
定
保
険
料
の
納

付
は
停
止
さ
れ
、

一
般
保
険
料

キ
柄
め

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

特
定
保
険
料
は
 

昭
和
五
十
二
年

一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
、
月
千
七
百
五
十
円

昭
和
五
十
三
年
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
、
月
二
千
五
十
円

昭
和
五
十
四
年
一
月
以
降
、
 

月
二
千
三
百
五
十
円
 

該
当
者
は
、
農
協
に
申
し
出

て
下
さ
い
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

、
 

r
 

④
 

(392号） 昭和52年（1977年） I月15日 （第3種郵便物認可〕 	 広報ごしょがわら 

「市
豪
雪
対
策
本
部
（
本
部

長
佐
々
木
市
長
）
」
が

一
月
六

日
設
置
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
除

雪
計
画
に
加
え
排
雪
作
業
を
急

ぎ
、
歩
道
、
車
道
、
通
学
路
の

ほ
か
団
地
等
の
生
活
道
路
確
保

に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
 

1

雪
お
ろ
し
、
電

J
 

r
 線
に
注
意
 
L
 

民
家
や
工
場
な
ど
の
屋
根
の

雪
お
ろ
し
を
す
る
と
き
は
、
電

線
に
触
れ
な
い
よ
う
、
十
分
気

を

つ
け
て
下
さ
い
。
高
圧
電
線

に
よ
り
感
電
死
す
る
場
合
も
あ
 

市
で
は
、
五
十
二
年
度
の
庁

用
物
品
調
達
の
登
録
申
請
を
次

の
要
領
に
よ
り
受
付
け
し
ま
す
。
 

登
録
を
希
望
さ
れ
る
業
者
は

手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

▽
受
付
期
間
 

二
月
一
日
ー
 

二
月
二
十
八
日
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 
市
財
政
用
度

課
（
本
庁
四
階
）
 

▽
提
出
す
べ
き
書
類
 
登
録

申
請
書
、
納
税
証
明
書
、
営
業

証
明
書
各

一
部
。
 
（登
録
申
請

書
は
、
当
課
に
あ
り
ま
す
。
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
当
課
（
 

電
話
⑤
）2
1
1
1
番
、
内
線
3
 

1
6
番
）
に
お
問
い
あ
わ
せ
下
 

設
置
 

ま
し
た
。
 

本
部
は
、
建
設
課
、
、消
防
署
、
 

情
報
課
な
ど
関
係
十
の
部
署
で

編
成
、
旧
市
域
の
除
雪
、
排
雪

に
総
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

八
日
か
ら
本
格
的
な
作
業
に
入

っ
て
い
ま
す
。
 

り
非
常
に
危
険
で
す
。
 

（東
北
電
力
）
 

「
 
入

札
参
加
の
ー
 

一
 

申
請
を
受
付
け
」
 

昭
和
五
十
二
年
度
の
、
市
の

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
建
設

業
者
は
、
次
の
要
領
‘
よ
り
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
請
書
の
受
付
期
間
 

二
月
一
日
ー
二
月
二
十
八
日
 

t
八、
 

▽
提
出
す
べ
き
書
類
 

【
 

建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
、
許
可
証
糊
書
、
代

表
者
身
元
証
明
書
、
営
業
所
一

覧
表
、
工
事
経
歴
書
、
納
税
証

明
書
、
主
要
取
引
金
融
機
関
名
、
 

経
営
事
項
審
査
申
請
書
（
写
し
 

)
 
（以
上
建
設
省
統
一
様
式
に

よ
る
）
技
術
者
経
歴
書
、
営
業

用
機
械
器
具
 

▽
提
出
先
 

市
建
設
課
ま
で
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市

建
設
課
（
電
話
⑤
  2
1
1
1

、
 

内
線
2
2
8
）
に
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

「
子
供
会
世
話
人

J
 

r
等
の
研
修
会
L
 

市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
合

会
（
成
田
誠

一
会
長
）
等
主
催

の
五
十

一
年
度
、
第
一
回
「
市

子
ど
も
会
指
導
者
世
話
人
等
研

修
会
」
は
、
 一
月
二
十
三
日
（
 

日
）
午
前
九
時
か
ら
市
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
す
。
 

当
日
は
、
 
「今
後
の
青
少
年
 

教
育
の
方
向
に

つ
い
て
」
と
題

し
、
少
年
自
然
の
家
手
嶋
久
夫

所
長
が
講
演
す
る
ほ
か
、
 
「子

ど
も
会
指
導
者
、
世
話
人
等
の

あ
り
方
に
つ
い
で
」
な
ど
、
三

つ
の
分
科
会
で
討
議
し
ま
す
。
 

研
修
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
 一
月
二
十
日
ま
で
に

市
中
央
公
民
館
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
 

「小
野
氏
五
万
円
寄
付
」
 

市
内
本
町
で
雑
貨
商
を
営
ん

で
い
る
小
野
雄
蔵
氏
よ
り
、
市

教
育
振
興
会
へ
五
万
円
が
寄
せ

ら
れ
た
。
 

「香
典
返
し
に
五
万
円
寄
付
」
 

市
内
原
子
の
阿
部
修
三
氏
よ

り
五
万
円
が
市
教
育
振
興
会

へ

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

御
尊
父
芳
五
郎
氏
の
香
典

返
し

と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
。
 

一
工歳
に
な
っ

た
そ
の
日
か

ら
成
人
と
し
て
多
く
の
権
利
が

得
ら
れ
大
人
の
仲
間
入
り
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

国
民
年
金
に
は
、
満
ニ
ェ→
成

に
な
る
と
加
入
す
る
義
務
が
生

じ
て
き
ま
す
が
、
た
だ
し
、
す

で
に
職
場
で
厚
生
年
金
や
船
員

保
険
、
ま
た
は
、
各
種
共
済
組

合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
 

国
民
年
金
へ
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
老
後
の
所
得
を

保
障
す
る
老
齢
年
金

の
ほ
か
、
 

病
気
や
け
が
を
さ
わ
た
と
き
に

は
障
害
年
金
、
あ
る
い
は
ご
主

人
が
万
一
死
亡
さ
れ
た
場
合
に

は
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
 

遺
児
年
金
な
ど
七
種
類
の
年
金

で
あ
な
た
の
今
後
の
生
活
の
支

え
と
な
り
ま
す
。
年
金
の
額
は

物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
改
善
さ

れ
ま
す
の
で
目
減
り
は
し
ま
せ

ん
し
数
年
に

一
度
は
政
策
改
定

さ
れ
ま
す
の
で
大
変
有
利
で
す
。
 

＠
国
民
年
金
の
脱
明
会
 

▽
月
日
 
一
月
二
十
日
▽
場
所

産
経
会
館
四
階
第
二
会
議
室

▽
時
間
 
午
前
＋
時
ー
午
後
一
一

時
ま
で
▽
指
導
員
 
弘
前
社
会

保
険
事
務
所
、
市
役
所
年
金
係
 

お 

し 

ら 

せ 

“
ニ
十
歳
に
な
っ
た
ら
 

国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う
）
 

「市
豪
雪
対
策
本
部

」
 

生
活
道
路
を

確
保
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庁
用
物
品
調
達
の
登
録
更
新
を
受
付
け
 

さ
いo
 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
 

雷⑤432 1 

昭
和
五
十
二
年

一
月
一
日
か

ら
年
金
額
の
引
き
上
げ
を
中
心

と
し
た
法
律
の
改
正
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
 

◇

一
般
保
険
料
の
改
定
 

年
金
額
の
引
き
上
げ
に
伴
っ

て
、
保
険
料
が
三
年
間
に
段
階

的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

月
、
千
六
百
五
十
円
の
保
険

料
が
昭
和
五
十
二
年

一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
は
、
月
二
千
四
百
 

I‘
五
十
円
に
、
昭
和
五
十
三
年
一

月
か
ら
＋
二
月
ま
で
は
、
月
一
一

千
八
百
七
十
円
に
、
昭
和
五
十

四
年
一
月
以
降
は
、
月
三
千
一
一

百
九
十
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

◇
特
定
総
者
に

対
す
る
保

険
料
の
軽
減
 

議
者
加
入
者
の
う
ち

次
の

要
件
に
該
当
し
た
と
き
保
険
料

が
安
く
な
り
ま
す
。
 

①
特
定
議
者
の
要
件
 

農
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る

三
十
五
歳
未
満
の
農
業
議
者

で
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
。
 

②
後
継
者
を
指
定
し
た
者
（
 

農
業
者
年
金
制
度
改

正
の
 

親
）
の
要
件
 

自
分
名
義
の
経
営
農
地
面
積

が
百
二
十
R
以
上
、
ま
た
は
百

二
十
R
以
下
で
、
年
間
農
業
労

働
時
間
が
千
五
百
時
間
以
上
の

農
業
経
営
主
で
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
高
齢
等
の
た
め
、
農
業
者
 

年
金
の
被
保
険
者
に
な
れ
な
か

っ
た
農
業
経
営
主
は
、
農
業
者

年
金
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も

一
定
規
模
以
上
の
耕
作
の
事
業

を
行
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
ま

た
、
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金

等
）
各
法
に
加
入
し
て
い
な
い

人
、
最
後
に
被
用
者
年
金
各
怯

の
被
保
険
者
と
な
っ

て
か
ら

一
 

お
知
ら
せ
舞

勝
熱

o
 

特
定
保
険
料
は
、
総
者
が

申
し
出
た
と
き
か
ら
三
十
五
歳

に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
適
用

さ
れ
ま
す
が
、
後
継
者
指
定
者
 

（
親
）
か
ら
経
営
移
譲
を
受
け

た
と
き
、
ま
た
、
後
継
者
を
指

定
し
た
者
（
親
）
が
第
三
者
に

対
し
て
経
営
移
譲
し
た
と
き
、
 

農
業
を
廃
止
し
た
と
き
、
死
亡

し
た
と
き
、
農
業
者
年
金
を
任

意
脱
退
し
て
被
保
険
者
の
資
格

を
喪
失
し
た
と
き
、
最
後
に
被

用
者
年
金

（厚
生
年
金
等
）
に

加
入
し
て
か
ら
一
年
を
経
過
し

た
と
き
に
、
特
定
保
険
料
の
納

付
は
停
止
さ
れ
、

一
般
保
険
料

キ
柄
め

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

特
定
保
険
料
は
 

昭
和
五
十
二
年

一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
、
月
千
七
百
五
十
円

昭
和
五
十
三
年
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
、
月
二
千
五
十
円

昭
和
五
十
四
年
一
月
以
降
、
 

月
二
千
三
百
五
十
円
 

該
当
者
は
、
農
協
に
申
し
出

て
下
さ
い
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

、
 

r
 

④
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「市
豪
雪
対
策
本
部
（
本
部

長
佐
々
木
市
長
）
」
が

一
月
六

日
設
置
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
除

雪
計
画
に
加
え
排
雪
作
業
を
急

ぎ
、
歩
道
、
車
道
、
通
学
路
の

ほ
か
団
地
等
の
生
活
道
路
確
保

に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
 

1

雪
お
ろ
し
、
電

J
 

r
 線
に
注
意
 
L
 

民
家
や
工
場
な
ど
の
屋
根
の

雪
お
ろ
し
を
す
る
と
き
は
、
電

線
に
触
れ
な
い
よ
う
、
十
分
気

を

つ
け
て
下
さ
い
。
高
圧
電
線

に
よ
り
感
電
死
す
る
場
合
も
あ
 

市
で
は
、
五
十
二
年
度
の
庁

用
物
品
調
達
の
登
録
申
請
を
次

の
要
領
に
よ
り
受
付
け
し
ま
す
。
 

登
録
を
希
望
さ
れ
る
業
者
は

手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

▽
受
付
期
間
 

二
月
一
日
ー
 

二
月
二
十
八
日
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 
市
財
政
用
度

課
（
本
庁
四
階
）
 

▽
提
出
す
べ
き
書
類
 
登
録

申
請
書
、
納
税
証
明
書
、
営
業

証
明
書
各

一
部
。
 
（登
録
申
請

書
は
、
当
課
に
あ
り
ま
す
。
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
当
課
（
 

電
話
⑤
）2
1
1
1
番
、
内
線
3
 

1
6
番
）
に
お
問
い
あ
わ
せ
下
 

設
置
 

ま
し
た
。
 

本
部
は
、
建
設
課
、
、消
防
署
、
 

情
報
課
な
ど
関
係
十
の
部
署
で

編
成
、
旧
市
域
の
除
雪
、
排
雪

に
総
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

八
日
か
ら
本
格
的
な
作
業
に
入

っ
て
い
ま
す
。
 

り
非
常
に
危
険
で
す
。
 

（東
北
電
力
）
 

「
 
入

札
参
加
の
ー
 

一
 

申
請
を
受
付
け
」
 

昭
和
五
十
二
年
度
の
、
市
の

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
建
設

業
者
は
、
次
の
要
領
‘
よ
り
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
請
書
の
受
付
期
間
 

二
月
一
日
ー
二
月
二
十
八
日
 

t
八、
 

▽
提
出
す
べ
き
書
類
 

【
 

建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
、
許
可
証
糊
書
、
代

表
者
身
元
証
明
書
、
営
業
所
一

覧
表
、
工
事
経
歴
書
、
納
税
証

明
書
、
主
要
取
引
金
融
機
関
名
、
 

経
営
事
項
審
査
申
請
書
（
写
し
 

)
 
（以
上
建
設
省
統
一
様
式
に

よ
る
）
技
術
者
経
歴
書
、
営
業

用
機
械
器
具
 

▽
提
出
先
 

市
建
設
課
ま
で
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市

建
設
課
（
電
話
⑤
  2
1
1
1

、
 

内
線
2
2
8
）
に
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

「
子
供
会
世
話
人

J
 

r
等
の
研
修
会
L
 

市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
合

会
（
成
田
誠

一
会
長
）
等
主
催

の
五
十

一
年
度
、
第
一
回
「
市

子
ど
も
会
指
導
者
世
話
人
等
研

修
会
」
は
、
 一
月
二
十
三
日
（
 

日
）
午
前
九
時
か
ら
市
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
す
。
 

当
日
は
、
 
「今
後
の
青
少
年
 

教
育
の
方
向
に

つ
い
て
」
と
題

し
、
少
年
自
然
の
家
手
嶋
久
夫

所
長
が
講
演
す
る
ほ
か
、
 
「子

ど
も
会
指
導
者
、
世
話
人
等
の

あ
り
方
に
つ
い
で
」
な
ど
、
三

つ
の
分
科
会
で
討
議
し
ま
す
。
 

研
修
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
 一
月
二
十
日
ま
で
に

市
中
央
公
民
館
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
 

「小
野
氏
五
万
円
寄
付
」
 

市
内
本
町
で
雑
貨
商
を
営
ん

で
い
る
小
野
雄
蔵
氏
よ
り
、
市

教
育
振
興
会
へ
五
万
円
が
寄
せ

ら
れ
た
。
 

「香
典
返
し
に
五
万
円
寄
付
」
 

市
内
原
子
の
阿
部
修
三
氏
よ

り
五
万
円
が
市
教
育
振
興
会

へ

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

御
尊
父
芳
五
郎
氏
の
香
典

返
し

と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
。
 

一
工歳
に
な
っ

た
そ
の
日
か

ら
成
人
と
し
て
多
く
の
権
利
が

得
ら
れ
大
人
の
仲
間
入
り
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

国
民
年
金
に
は
、
満
ニ
ェ→
成

に
な
る
と
加
入
す
る
義
務
が
生

じ
て
き
ま
す
が
、
た
だ
し
、
す

で
に
職
場
で
厚
生
年
金
や
船
員

保
険
、
ま
た
は
、
各
種
共
済
組

合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
 

国
民
年
金
へ
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
老
後
の
所
得
を

保
障
す
る
老
齢
年
金

の
ほ
か
、
 

病
気
や
け
が
を
さ
わ
た
と
き
に

は
障
害
年
金
、
あ
る
い
は
ご
主

人
が
万
一
死
亡
さ
れ
た
場
合
に

は
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
 

遺
児
年
金
な
ど
七
種
類
の
年
金

で
あ
な
た
の
今
後
の
生
活
の
支

え
と
な
り
ま
す
。
年
金
の
額
は

物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
改
善
さ

れ
ま
す
の
で
目
減
り
は
し
ま
せ

ん
し
数
年
に

一
度
は
政
策
改
定

さ
れ
ま
す
の
で
大
変
有
利
で
す
。
 

＠
国
民
年
金
の
脱
明
会
 

▽
月
日
 
一
月
二
十
日
▽
場
所

産
経
会
館
四
階
第
二
会
議
室

▽
時
間
 
午
前
＋
時
ー
午
後
一
一

時
ま
で
▽
指
導
員
 
弘
前
社
会

保
険
事
務
所
、
市
役
所
年
金
係
 

お 

し 

ら 

せ 

“
ニ
十
歳
に
な
っ
た
ら
 

国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う
）
 

「市
豪
雪
対
策
本
部

」
 

生
活
道
路
を

確
保
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